
 

   町並みは、ドイツやその近隣とは趣の全く異なる柔らかな雰囲気のたたず

まいである。千鳥破風の松江城には興味をひかれ、何度も登城し、写真も残し

ている。夏には蚊柱がお堀端に、霞のようにたつのが珍しかった。冬は、ドイ

ツとは趣を異にする足にまとわりつく湿った雪の風情に心を奪われた。春には

咲き出しの桜の微笑みに誘われ、秋には目の覚めるような紅葉に惹かれハイキ

ングを通して近隣の山々を訪ねては、感受性の高い高校生らとともに季節の変

化を心ゆくまで楽しんだ。 
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